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東久留米市内の公共交通は、主に鉄道１路線、バス 26 路線（西武バス、銀河鉄道バス）、市内

に営業所が所在するタクシー会社２社により構成されており、鉄道は、市東部を南北に西武池袋線

が運行し、路線バスは、主として東久留米駅を基点として、武蔵小金井駅、朝霞台駅及び東久留米

団地方面に運行している。 

 市内の公共交通空白地域は、一団のまとまりではなく、交通利便性の高い地域のはざまに存在し

ており、平成 27 年度に公共交通空白地域を中心に市内の道路幅員調査を実施したところ、コミュニ

ティバス等の定時定路線方式により公共交通空白地域を解消することは難しいことが確認されてい

る。 

東久留米市では、平成 28 年 11 月に「東久留米市地域公共交通の充実に向けた検討プロジェク

トチーム報告書」により一定の方向性が取りまとめられ、その中で示された８つの提言のうちの１つ、

「デマンド型交通の導入について」に基づき、財政負担とサービス水準との均衡を念頭に多面的な視

点から検討し、平成 31 年２月に短期的な施策として、子育て世帯、高齢者を対象とした「東久留米

市デマンド型交通の実験運行に向けた運営方針」（以下「運営方針」という。）を取りまとめた。また、

令和元年８月には「東久留米市デマンド型交通運行計画（実験運行）」を策定し、令和２年３月より５

年間の計画で東久留米市デマンド型交通「くるぶー」の実験運行を開始している。 

 実験運行においては、以下の視点に基づき地域公共交通の充実を図ることを目的として行ってい

る。 

 ①公共交通空白地域の解消 

 ②子育てしやすい環境づくり 

 ③介護を受けない元気な高齢者を増やす 

 ④東久留米市デマンド型交通のあり方の検討を行う 

 

このような背景の下で運行しているデマンド型交通について、実験運行期間における運行実績や

利用者等へのアンケート調査（参考資料１ アンケート調査結果）、また、東久留米市デマンド型交通

「くるぶー」の運行事業者（以下「運行事業者」という。）や市内公共交通事業者へのヒアリング（参考

資料２ 事業者ヒアリング結果）等により、現在行っている実験運行についての検証を行い、実験運

行期間終了後の令和７年度以降を見据え、今後の方向性について検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

１ 実験運行の背景・目的・経過 
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項  目 内    容 

運行方式 
乗合方式 

※一つの乗り物に不特定多数の人が一緒に乗ること。 

登録できる方 

東久留米市に住民登録されている以下の方 

●70 歳以上の方※1 

●妊婦の方※2  

●０～３歳児※3  

 ※１ 70 歳になる方は、誕生月の初日から利用登録の申請ができます。 

 ※2 出産予定日の翌月末日まで利用できます。 

 ※3 ４歳到達年度の末日（３月 31 日）まで利用できます。 

利用できる方 

●登録者 

●登録者と同乗する方（登録者の介助者・保護者・同一世帯の方） 

 ※小学生以下のみでの利用はできません。 

 ※登録者と同乗する方は、登録者と同一の乗降場でしか乗り降りでき

ません。 

利用方法 

①事前に市へ利用登録の申請を行う。 

②市が利用登録証を発行（利用登録証は、予約時や利用時に必要とな

る。） 

③利用者は、予約専用ダイヤルに直接電話をかけ、予約する（登録者

氏名又は登録番号、利用日時、出発地と目的地※１、利用人数※２、

希望出発時刻又は希望到着時刻を伝える）。 

※１ 予約時の出発地と目的地はそれぞれ一か所のみ指定できます。 

※２ 予約時の利用人数より多い人数での利用は原則できません。 

※ 乗降に際して、運転手による介助はできません。 

運行エリア 
東久留米市内及び隣接市の公立病院（昭和病院、多摩北部医療セン

ター） 

運行形態 

●自宅または利用登録時指定場所    共通乗降場 

●共通乗降場    自宅または利用登録時指定場所 

●共通乗降場                 共通乗降場 

 ※途中乗り降りすることはできません。 

 

２ 実験運行の内容 
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項  目 内    容 

共通乗降場 

●鉄道施設（東久留米駅西口、東口） 

●公共公益施設（行政サービス施設、公立病院（昭和病院、多摩北部

医療センター））   

※共通乗降場一覧参照 

車両・台数 
ジャンボタクシー（ワゴンタイプ・10 人乗り（運転手含む））・３台（デマンド

型交通専用車両） 

利用料金 

１人１回 500 円程度（小学生までは無料） 乗車時現金前払い制 

予約時の有料利用者２名以上での利用は１人１回 300 円程度（同一地

点での乗降時に限ります。） 

※予約料金は発生しません。 

運行日 月～金曜日（土日祝、年末年始は運休） 

運行時間 

午前９時から午後５時まで 

 ※午前９時に車両がお客様を乗せて出発し、午後５時までに目的地へ

到着する時間まで（令和４年 12 月変更） 

予約受付時間等 

予約受付時間：午前９時から午後５時まで 

予約の受付：利用の１週間前から利用当日の１時間前まで 

        （午前 10 時までに乗車を希望される場合は、前日までの

予約が必要です。） 

計画期間 実験運行の開始（令和２年３月）から５年程度 
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（１）運行日数、運行回数及び利用者延べ人数                         単位：人 

年 度 
運行日数 

（日） 

運行回数 

（回） 

利用者 

延べ人数 

利用者内訳 ※( )内は同乗者 

70 歳以上 妊婦 ０～３歳児 

+同乗者 +同乗者 +同乗者 

平成 31 年度 11 77 111 
102 

(15) 

0 

(0) 

9 

(4) 

令和２年度 243 4,039 6,197 
4,641 

(843) 

190 

(51) 

1,366 

(735) 

令和３年度 242 5,326 8,796 
6,297 

(1,462) 

273 

(101) 

2,226 

(1,231) 

令和４年度 243 5,809 9,798 
7,414 

(1,722) 

219 

(51) 

2,165 

(1,177) 

令和５年度 82 2,034 3,422 
2,689 

(629) 

57 

(12) 

676 

(376) 

※平成 31 年度の実績は、令和２年３月（実験運行開始月）のみ。 

※令和５年度は、令和５年７月末までの実績値。 

 

（２）運行経費                                          単位：円 

年 度 
歳出 

① 

歳入 
運行経費 

④(=①-②) 

収支率 

⑤（=②/①） 
利用料金 

② 

補助金 

③ 

平成 31 年度 4,399,641 86,850 ― 4,312,791 2.0% 

令和２年度 30,292,490 2,243,800 12,878,000 28,048,690 7.4% 

令和３年度 29,762,116 3,091,900 12,453,000 26,670,216 10.4% 

令和４年度 29,311,099 3,532,700 11,224,000 25,778,399 12.1% 

令和５年度 7,051,102 924,500 ― 10,167,944 13.1% 

※令和５年度は、令和５年７月末までの実績値。 

 

 

 

 

 

 

３ 運行実績 
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今後の方向性の検討にあたり、令和５年５月 18 日に開催した令和５年度第１回東久留米市地域

公共交通会議で示した評価指標に基づき、検証を行った。 

※現状＝令和５年３月末時点の数値 

 

評価指標 

①乗合率 

現状：1.63 人／運行 

評価：乗合率は年々上昇している。しかし、運営方針で試算した乗合率（1.1 人／運行）につい

て、実態に即した運行回数で改めて算出すると 2.52 人／運行となり、数値は下回ってい

るといえる。 

利便性や収支率を改善するために、乗合率を向上させる施策が必要である。 

乗合率 2.52 人 ＝ 利用者 53 人／日・３台 ÷ 運行回数 21 回／日・３台（実態） 

年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

乗合率（人／運行） 1.44 1.52 1.65 1.69 

 

②登録者数 

現状：5,946 人 

評価：対象者に対する登録者の割合は、19％となっている。 

    アンケート結果では、「くるぶー」を知っているが利用登録していないと回答した高齢者の

中で、利用登録しない理由として、他の公共交通機関で移動できること、また、他の移動

手段があると回答した割合が合計で４割近くとなっており、「くるぶー」の利用登録を必要と

していない方の割合も高いと考えられる。 

 

③年代別登録割合 

現状：70 歳以上 17％ 

    ０～３歳児 34％ 

評価：70 歳以上に比べ、０～３歳児の登録者の割合は、約２倍となっている。 

 

④平均運行回数 

現状：20.44 回／日（３台） 

評価：平均運行回数は、１日あたり３台で 20.44 回となっており、現状の数値は実態に即した試

算とほぼ一致している。 

 

 

４ 評価指標の現状・評価 
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⑤利用料金と運行経費の割合 

現状：10.3％ 

評価：運行を開始した令和２年３月から令和４年度末までの月毎の収支率の平均は 10.3％で 

    あるが、年度毎の収支率は年々上昇している。 

     効率的な運行を行うことで、さらに収支率を上げていく必要がある。 

 

⑥お断り発生件数 

現状：55.9 回／月 

評価：利用者の増加に比例して、お断りが増加している。また、アンケート結果からも希望する時

間帯に予約できないという意見がある。 

乗合率向上のための施策等により、効率的な運行を行う必要がある。 

 

⑦時間帯別利用者数 

現状：【参考資料３ 検証数値の根拠資料 ３-１～３-11】参照 

評価：どの時間帯も一定の需要があるが、運行開始の午前９時から午後３時までの時間帯が、

特に利用者が多い。 

 

⑧共通乗降場別利用者数 

現状：【参考資料３ 検証数値の根拠資料 ３-12】参照 

評価：70 歳以上は病院への利用、子育て世帯はわくわく健康プラザへの利用が多い。 

 

⑨年代別利用者数 

現状：【参考資料３ 検証数値の根拠資料 ３-１～３-11】参照 

評価：対象者の構成比から判断すると、０～３歳児の利用の割合が高い。 

 70 歳以上 ０～３歳児 

対象者数（人） 27,223 3,080 

登録者数（人） 4,619 1,047 

延べ利用者数（人） 18,445 6,447 

 

⑩利用満足度 

現状：70.7％  利用者アンケート結果（令和３年５月実施） 

74.4％  利用者アンケート結果（令和５年１０月実施） 

評価：「とても満足」と「満足」を合わせた結果、一定の満足は得られている。 
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⑪交通空白地域の利用頻度 

現状：0.15 回／月 

評価：登録者全体の利用頻度１人１月あたり 0.11 回と比べ、公共交通空白地帯の利用頻度は 

１人１月あたり 0.15 回と高くなっており、公共交通空白地域の解消に寄与している。 

 

 

 「４ 評価指標の現状・評価」や実施したアンケート結果から、課題の解決に向けて、以下の取組に

ついて検討を行った。 

 

（１）効率的な運行 

現行の運行体制を維持しながら、乗合率、平均運行回数及びお断り発生回数等の状況を改善し、

効率的な運行を行うためには、オペレーター管理による人的な交通システムでは限界があるため、

新たな交通システムの導入について検討を行った。 

 

交通システム 

現在導入しているオペレーターによる人的な交通システムと、ＡＩを活用した交通システムとの比

較検討については、「参考資料４ 交通システム比較検討について」のとおりである。 

オペレーターによる人的な交通システムは、費用が安く、経済性に優れることが利点であるが、

経路設定や配車管理に熟練したオペレーターが必要であり、オペレーターの技量によってルートの

品質が決まることが欠点としてあげられる。 

ＡＩを活用した交通システムについては、費用はオペレーターによる人的な交通システムと比較

して高いものの、経路設定や配車管理についてＡＩシステムで設定するため、熟練したオペレータ

ーが必要なく、効率の良い配車が可能となり、乗合率を向上させることが可能であり、また、ＰＣや

スマートフォンからの予約や電子決裁にも対応できるため、利便性の向上が期待できる。 

また、各事業者へ行ったヒアリングでも、ＡＩを活用した交通システムを導入することで、多少は

売り上げに影響が出てくることも予想されるが、乗合率の向上や効率的な運行に一番有効ではな

いかという回答が得られた。 

 

（２）利用者満足度 

一定の満足度は得られているが、満足度をさらに向上させるため、アンケート結果等を踏まえ、

「年齢要件」、「運行時間」、「共通乗降場」の３つの視点で検討を行った。 

 

①年齢要件 

子育て世帯については、わくわく健康プラザにおける定期健診受診者の対象年齢から、妊婦及

び０～３歳児としているが、登録者の割合が高く、需要が多い。また、子育て世帯アンケートの結果

５ 課題解決に向けた取組の検討 
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から、最近利用しなくなった理由として「子どもが４歳以上になった」という意見があった。 

市内を運行している民間の路線バスについては、乳児（１歳児未満）は無料、幼児（小学校就

学前の６歳児を含む）は、大人が同伴する等、一定の条件のもとで無料としている。 

また、対象者について、実験運行開始前（令和２年３月１日）の市内０～３歳児の人口は 3,416

人であったが、令和５年４月１日時点では 3,080 人となっており、開始から約３年間で約 10％の減

少となっている。一方、令和５年４月１日時点の市内０～５歳児の人口は 4,904 人となっており、

年齢要件を変更した場合、対象者は、実験運行開始前（令和２年３月１日）の市内０～３歳児

3,416 人から約 43％の増加にとどまる。 

よって、０～５歳児（小学校就学前の６歳児を含む）を対象とした年齢要件に変更し、子育て世

帯への利便性の向上を図る 

 

●東久留米市内人口 

年齢 令和２年３月１日時点 令和５年４月１日時点 

０歳 747 人 660 人 

１歳 838 人 745 人 

２歳 874 人 795 人 

３歳 957 人 880 人 

４歳 952 人 904 人 

５歳 1,015 人 920 人 

０～３歳 3,416 人 3,080 人 

０～５歳 5,383 人 4,904 人 

 

なお、高齢者については、これまで同様、一般社団法人東京バス協会の発行する「東京都シル

バーパス」の対象年齢と同じ、70歳以上を原則とするが、高齢ドライバーの運転が原因となる事故

が多い現状を踏まえ、運転免許証を自主返納した 65 歳以上に限り、追加する。 

これらについて、各事業者にヒアリングを行ったところ、高齢者の年齢要件を変更することについ

ては、顧客を奪われるという意見もあったが、現行の０～３歳児から０～５歳児（小学校就学前の６

歳児を含む）に変更することは、影響は大きく出ないのではないかとの回答を得た。 

また、65 歳以上で運転免許証を自主返納した方を登録の対象とすることについては、対象者 

も少ないと思われ、影響も大きくはないのではないかという回答を得た。 

 

②運行時間 

実験運行期間中の運行時間については、通勤・通学等の利用者が多いと考えられる午前９時

以前や午後５時以降の運行は民業圧迫となる可能性があり、市内公共交通事業者との棲み分け

を行う必要があることから、午前９時（営業所出発）から午後５時（目的地到着）までとしている。 

なお、運行開始時間については、営業所から遠い場合等、出発地によっては午前９時に営業
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所を出発すると、出発時間や目的地への到着も遅くなることから、令和４年 11 月 21 日に開催し

た令和４年度第１回東久留米市地域公共交通会議での議論を踏まえて、サービスの向上を目的

として、出発時間を午前９時に「くるぶー」が営業所出発から、午前９時に「くるぶー」が利用者の下

へ到着し、出発できるよう変更を行った経緯がある。 

各事業者にヒアリングを行ったところ、どの事業者からも運行時間のこれ以上の拡大は、競合す

るので顧客を奪われてしまうという声が強く聞かれた。 

運行時間については、拡大することにより財政負担が増えること、また、民業圧迫を避け、市内

公共交通事業者との棲み分けを行っていくためにも、これまで同様、現行の祝日及び年末年始を

除く、月曜から金曜までの午前９時（出発地へ到着）から午後５時（目的地へ到着）を維持する。 

 

③共通乗降場 

現在の共通乗降場は、下記位置図にある 32 か所となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在選定されている共通乗降場は、①市内鉄道施設、②市内公共公益施設、③子育て世帯

への支援として小児科のある公立病院（昭和病院、多摩北部医療センター）としている。 

病院については、現行の利用実態として、子育て世帯だけではなく、高齢者の利用も多く、実施

【共通乗降場位置図】 
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したアンケート結果からも世代に関係なく追加で要望する共通乗降場として、商業施設であるイオ

ンモール東久留米のほか、複十字病院、東京病院及びアルテミス ウイメンズ ホスピタル等を挙

げる声が多かった。 

なお、イオンモール東久留米は商業施設であり、また、既にシャトルバスが運行していることから、

対象外とする。 

追加で要望する共通乗降場として挙げられた、複十字病院、東京病院及びアルテミス ウイメン

ズ ホスピタルは、医療施設であることから、他医療施設を含め共通乗降場に追加・変更が可能か

検討した。 

医療施設の検討にあたっては、各事業者への影響を考慮し、市内の医療施設については医療

法※で定められた病院のみを対象施設とした。また、市外の医療施設については、対象となる施設

が多いこと、また、現行の「くるぶー」の運行台数（３台）では対応できる施設数や距離も限られるこ

とから、医療法で定められた隣接市の公立病院を対象施設とした。 

 

※医療法（昭和二十三年法律第二百五号）第一条の五第１項 抜粋 

「病院」とは、医師又は歯科医師が、公衆又は特定多数人のため医業又は歯科医業を 

行う場所であつて、二十人以上の患者を入院させるための施設を有するものをいう。 

 

市内に医療法で定められた「病院」となる対象施設は、下記一覧表にある４施設である。 

市内の医療施設については、現在、共通乗降場に選定されていない施設、近接にない施設を

考慮し、「アルテミス ウイメンズ ホスピタル」、「久留米ヶ丘病院」の２か所を共通乗降場として追

加する。 

 

市内病院一覧 

病 院 名 称 所 在 地 病床数 共通乗降場への選定 

アルテミス ウイメンズ ホス

ピタル 

東久留米市中央町

1-１-20 
60 床 選定されていない。 

滝山病院 
東 久留 米市 滝山

4-1-18 
102 床 

近隣に西部地域センターが共通

乗降場として選定されている。 

久留米ヶ丘病院 
東 久留 米市 小山

5-7-3 
183 床 選定されていない。 

前田病院 
東久留米市中央町

5-13-34 
39 床 

東京都地域連携型認知症疾患

センター（※左記病院施設内）と

して選定されている。 
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隣接市にある医療法で定められた公立病院は３施設ある。この３施設のうち、２施設については

既に共通乗降場として選定されている。 

市外の医療施設については、現在、共通乗降場に選定されていない、「東京病院」を追加する

ことを検討したが、運行事業者からは、追加することにより発生する運行の効率性や乗合に影響

するとの意見があり、また、市内公共交通事業者からは、売り上げに影響するとの声があった。 

 

隣接市公立病院一覧 

病 院 名 称 所 在 地 病床数 共通乗降場への選定 

公立昭和病院 
小 平市 花小 金井

8-１-1 
485 床 

既に共通運行場として選定され

ている。 

国立病院機構東京病院 
清瀬市竹岡 

3-1-1 
522 床 選定されていない。 

東京都立多摩北部医療 

センター 

東 村山 市青 葉町

1-7-1 
337 床 

既に共通運行場として選定され

ている。 

 

（３）利用料金 

実験運行期間中の利用料金については、民業圧迫とならないよう、バスよりも高く、タクシーより安

く、両者の中間程度となるよう設定した。 

実施した利用者アンケートでは、「利用料金を値下げしてほしい」、「利用料金が安くなったら利用し

たい」等の声があった。一方、今回行った各事業者へのヒアリングにおいては、利用料金を値下げす

ることについて、「利益が奪われてしまう」、「利用料金を下げることはしてほしくない」という意見があっ

た。 

このことから利用料金については、これまで同様、民業圧迫を避け、民間事業者との棲み分けを

行っていくためにも、これまで同様、現行の価格（１人１回 500 円 ※同乗者を含めた２名以上での

利用は１人１回 300 円、小学生以下は無料）を維持する。 
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現在行っている実験運行について検証した結果、運営方針に掲げた「公共交通空白地域の解

消」、「子育てしやすい環境づくり」及び「介護を受けない元気な高齢者を増やす」に「くるぶー」の運

行が寄与していることが明らかになった。 

今後の方向性については、「東久留米市地域公共交通の充実に向けた検討プロジェクトチーム報

告書」では、実験運行は、概ね５年の短期的施策としているが、本市の交通環境を取り巻く主な動き

として、都市計画道路等の整備の進展に伴う公共交通網の変化等が見られないことから、地域公共

交通の施策として、令和７年度から以下のとおり課題解決に向けた施策を実施しつつ、本格運行に

移行することとする。 

 

①ＡＩを活用した交通システムの構築及び運用 

現在のオペレーターによる人的な交通システムを変更して、ＡＩを活用した交通システムを導

入するとともに、ＰＣやスマートフォンからの予約を可能とし、電子決済にも対応するためにシステ

ムを構築し、運用を開始する。 

 

②年齢要件の緩和 

現在の要件である「東久留米市に住民登録されている70歳以上の方、妊婦の方、０～３歳児」 

  を「東久留米市に住民登録されている 70 歳以上の方、妊婦の方、０～５歳児（小学校就学前の 

６歳児を含む）」へと変更する。ただし、高齢者については、運転免許証を自主返納した 65 歳以 

上の方を登録対象者として追加する。 

 

③共通乗降場の追加 

    現在指定されている 32 か所の共通乗降場に、市内の病院施設として「アルテミス ウイメンズ 

ホスピタル」、「久留米ヶ丘病院」を追加して、34 か所とする。 

    なお、「東京病院」をはじめとするその他の公共公益施設の共通乗降場への追加については、

各事業者の意向や、今後、ＡＩを活用した交通システム導入後の状況等を踏まえ、あらためて検

討していく。 

 

   

 

６ 今後の方向性について 












































